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巻 頭  言

白山義久 (京都大学瀬戸臨海実験所)

SAYRE(1994)にある、CoBBの フィ‐ル

ドでの姿は、当時の素朴な光学頭微鏡をつ

かって、陸産海産を問わず精力的に多様な

線虫類を記載 しつづけた、偉大な研究者の

姿勢をよくあらわ している。1932年 の彼

の死後 しばらく、線虫類の研究手法に画期

的な進歩はなかったといってよいだろう。

私が線虫類の研究を始めた 80年 代でも、

コブのアル ミニウムフレームにのせた標本

を光学頭微鏡で観祭 しスケッチをするのが、

線虫類の研究の基本であつた。そして現在

も、それは基本中の基本である。

しかし、線虫類の形態観祭の手法は、光

学顕微鏡だけではない。走査電子顕微鏡を

用いれば、光学顕微鏡よりもはるかに容易

に、また正確に、頭部にある感覚毛の分布

と形態の特徴が観祭できる。また、透過電

子頭微鏡による形態の詳細な観察は、まっ

たく新しい分類形質を明らかにすることも

ある。さらに最近では3D顕 微鏡、無限遠

設計の光学顕微鏡など、光学頭微鏡の世界

も、進歩が目覚しい。特にレーザー共焦点

顕微鏡と適切な蛍光色素を組み合わせれば、

微少な個体のなかの、神経などの特定の器

官の3次元的な構造が手に取るように理解

できる。

また近年の分子生物学の目覚しい発展は、



線虫の生物学的研究にとつても大きな福音

である。モデル生物として確固たる地位を

占める 0夕 ′竹筋確 については、いまや全

塩基配列が明らかにされようとしている。

この成果がもたらす情報は、線虫という地

球上で最も個体数が多いといわれる偉大な

動物を生物学的に理解するのに、計り知れ

ない貢献をしてくれるだろう。

確かに手法の進歩は目覚しい。しかし、

我々が線虫について知っていることが、あ

まりにも少ないことも確かだ。もつとも基

本的な分類学的情報について考えてみよう。

筆者が研究対象としている海産の自活性線

虫類を例に取ると、分類学的研究がされた

ことのない場所にいつて、線虫類のサンプ

ルを持ち帰り、種のリス トを作った場合、

おおむね未知種が 99%以 上を占める。こ

れは筆者だけの経験ではなく、同じような

ことが複数の研究者によつて報告されてい

る。海産線虫類の研究者にとっての喜びは、

新種を発見することではなく、既知種に巡

り合うことであるといつても過言ではない。

既知種数と未知種数の比の経験値 (およ

そ0.5%)と 既知種数 (約15,000種)と か

らは、線虫類の全種数は、300万 種と推定

される。別の指定法もある。より分類学的

研究の進んでいる、環形動物の全種数の推

定値は1,000万種である。一方、ある特定

の個体数から得られる種数は、一般に環形

動物と線虫類でほとんど同じだという事実

と、線虫類の個体数は環形動物より2桁 は

多いという事実からは、線虫類のほうが環

形動物より、種数がはるかに (少なくとも

1桁は)多 いであろうことを、予測できる。

この議論が正しければ、海産自活性のもの

だけで、線虫類の総種数は1億種を超える

と推定される。
一方、現在t海 産線虫類の分類に携わる

研究者の数は、多く見積もつても100人に

満たない。また活発に研究を行っている研

究者であっても、年間に分類記哉できる種

の数は100が限界だろう。つまり相当楽観

的に見積もつても、線虫類の種多様性の全

貌を明らかにできるのは、300年 以上先の

話ということであり、悲観的に見積もつた

場合は、1万年以上かかるということにな

る。

人類の活動に伴つて大気中に排出された

炭酸ガスの濃度は、着実に今後も増え続け

るだろうと予測される。また森林の破壊や、

汚染物質の拡散など、地球環境の劣化もま

すます進んでいってしまうと危俣される。

分類学の研究をのんびりと今のペースでや

っていたのでは、多数の線虫たちが、科学

の上俵に上ることもなく絶滅していくだろ

う。いや事態はもつと深刻かもしれない。

生物多様性の研究の重要性が声高に叫ばれ

ているにもかかわらず、分類学は世界的に

後継者難にあえいでいる。線虫の研究者に

ついても、例外ではない。このままでは、

線虫の分類学的研究そのものが絶滅してし

まうかもしれない。

分類学は生物学の根幹を成す学問の二

つである。これが滅びてしまうと、生物学

全体の屋台骨を揺るがすような、由々しき

事態になりかねない。これは、生物学者に

共通の認識となってきたといえるだろう。

このような危機感の中で、 (社)日 本動物

学会は、今後の多様性の生物学を支える人

的 ・資金的基盤を確保すべく、ガイアリス

ト21プ ロジェクトという、壮大な計画を

発表した。この計画の骨子は下記に挙げる

6項 目からなっている。

1)地 球上の全生物種の分類と包括的生命

情報の記載を行う。

2)記 載した生物種の個体標本に加えて、



細胞や抽出したゲノムDNAを 保存管

理する。

3)こ れ らに要する分類学者、分子生物学

者、技術者の養成を行 う。

4)こ れ らの事業を行 うガイアリス トセン

ター (仮称)を 設置する。

5)本 計画は世界的な規模で実施 し、 5年

を 1期 とする 10期 を計画する。

6)わ が国が主な資金提供国となって計画

遂行に当たる。ただし、研究者や技術

者の採用に当たつては国籍を問わない。

この計画で特に重要なのは、1)と 3)で

あろう。もし一
部でも実現されれば、先に

述べた現在の線虫をめぐる研究に関して、

学界の抱える大きな問題が、かなり改善さ

れることは間違いない。ぜひ実現させたい

ものである。また、線虫類はその多様性か

らいつて、このプロジェク トの中心的な研

究対象となる有力な候補だろう。 じっさい、

線虫類が解明すべき多様性が最も高い分類

群であることは、国際的な共通の認識 とな

つていて、Blonet lntemationalとい う生物

多様性研究の国際共同計画でも、研究対象

の中心となっている。

ガイアリス ト 21プ ロジェク トが、実際

の活動を始めるためには、まだまだ解決す

べき問題が多数残 されている。実現するか

どうかの鍵は、生物の研究に関わる研究者

が、どれだけこの計画を支持し、実現の為

の活動を様々な場面で繰 り広げていけるか

にかかつているといつてもいいだろう。計

画が大きいほど、研究者全体そしてさらに

は社会的な支持が必要である。 日本動物学

会では、このプロジェク トに関する推進委

員会を設け (委員長 :片倉晴雄北海道大学

教授)、 さらに筆者が委員長のワーキング

グループも設置して、計画実現に向けて活

動を続けている。また生物学の学界全体と

して、この計画の重要性をアピールすべく、

学術会議の第 4部 では、ガイア リス ト小委

員会を設置 し、議論を続けているとこの動

きが更に広がりを持つことができるように、

第 6部 において学術会議の会員を推薦 して

いる日本線虫学会も、この計画をご支援 く

ださるようお願い申し上げる。

(本学会評議員)

事務局から

1.1999-2000年 度役員選挙公示

1997-98年 度の役員選挙の任期が来

(1999)年 3月 末をもつて満了となります

ので、本会会則に従い、1999-2000年 度

役員選挙を下記の要領で行います。

投票方法及び投票上の注意事項

◎会長は、会員名簿中の正会員か ら1名

を選び、会長選挙用の投票用紙に氏名

を記入 して下さい。

◎評議員は、会員名簿の正会員から10名

以内を選び、評議員選挙用の投票用紙に

氏名を記入 して下さい。

◎会長、評議員用の両投票用紙は、一
緒

に内封筒 (無記名)に 入れ、返送用封筒

(必ず住所氏名を記入する)に 入れて、

本会事務局宛に郵送または持参 して下さ

V 。`

◎会員名簿、会長及び評議員選挙用投票

用紙各 1枚 、内封衛、返送用封筒は本ニ

ュースに同封 しました。

◎1999年 3月 19日 (金)正 午必着としま

す 。

その他 :本選挙に掛かる会則及び選挙細

則は会員名簿の付録として収録しておりま

すので、ご参照下さい。

2日 1999年日本線虫学会大会のお知らせ

1999年 (第6回 )日 本線虫学会大会を

下記の通り開催します。詳細については、



現在大会事務局と学会事務局で検討中です。

大会案内および講演 。参加申し込み要領は

1999年 5月 発行予定の本会ニュースに掲

栽 します。大会に関するご意見 。お問い合

わせは、下記大会事務局または学会事務局

にお寄せ下さい。

会期 :1999年 9月 9～ 10日 (木～金)

会場 :修学院京都セミナーハウス

(京都市左京区)

エクスカーション :

京都大学演習林上賀茂試験地

大会事務局 :

京都大学大学院農学研究科

地域環境科学専攻微生物環境制御分野

二井一禎

■
-606-8224

京都 市左京 区北 白川追分町

Te1 075‐753‐6142,Fax 075‐753‐6146

E‐mil:mtaiokais.kyoto―u.acJp

3.会 費値上げについて

本学会の一般会計の支出は予算収入に対

し慢性的に超過が続いています (ニュース

13号 3頁 、同 14号 4頁 も参照して下さ

い)。 会費の値上げは細則規定事項になり

ますので、昨年の大会総会 (1998年 9月

1日 )に おいて、本会細則の改正を提案 し

ました。

その結果、2,000円 の現行会費を 1999

年度から下記のように改訂することが了承

されました。

1)正 会員  4,000円

2)団 体会員  4,000円

3)賛 助会費 10,000円 (現行のまま)

但 し、学生会員の会費は 2,000円 にする

ことができますので、該当する会員は次年

度振 り込みに際して、指導教官の在籍証明

を提出して下さい。

本細則は 1999年 4月 1日 から施行 され

ます。

前納された 1999年度分以降の会費につ

いては不足分 (2,000円)を 頂くことにな

ります。予めご了承下さい。

E記 事 ]

日本線虫学会

国際シンポジウム報告
伊藤賢治 (農業研究センター)

8月 31日 に茨城県つくば市の研究交流

セ ンター にお い て 国 際 シ ンポジ ウム

「Recent Deveropment of Biological Control

by BenenciぶNemtodes(有 用線虫による

生物防除の最近の進歩)」 カミ開催 されまし

た。

このニュース上でも何度か紹介されてい

ましたが、北海道で行われた第 7回 無脊椎

動物病理学並びに生物的防除国際会議

(VIIth ICIP 1998 SaFporo)出席のために

来 日した線虫研究者を集めて線虫学会員の

参加 しやすい小集会を、とい うことで開か

れた日本線虫学会創設以来初めての国際シ

ンポジウムです。このため、準備委員会の

気合の入れようは年次大会以上で、補助金

の獲得から講師の移動 ・宿泊の手配、そし

てシンポジウムの企画、運営と大活躍でし

た。 と、準備委員の一人である私が書くの

は恥ずかしいのですが、それぐらい気合を

入れてたんだぞとい うことで見逃 して下さ

V 。`

なお、シンポジウムの内容はこの紙面で

紹介するのは不可能ですので、現在編集作

業中の学会誌シンポジウム特集号にご期待

ください。

当日、心配 した台風の影響はほとんど

なく、74名 の参加者が集まりました。シ

ンポジウムは真宮学会長の挨拶から始まり、



D,WRIGHT氏 による基調講演、そして9人

の講演者による講演が行われ、最後に近藤

先生とH.K.KAYA氏 の進行による総合討

論で締めくくられました。講演者のほとん

シンポジウム会場での熱質疑 (近藤栄造氏提供)

どは北海道の ICIPか ら引き続いて参力口し

ていたため、みな打ち解けた雰囲気で、シ

ンポジウムの進行や討議 も息が合っていま

した。また、昼の休憩時間には希望者をつ

のって記念撮影、シンポジウム終了後には

会場を移して懇親会もあり、それぞれに交

流を深めていました。私も ICIPか ら参加

していたので講演者の方々に気安く話 し掛

けることができ、議論したり無駄話をした

りと有意義かつ楽 しい時間を過ごすことが

できました。

最後にな りま したが、このシンポジウ

ムに参加 していただいた学会員の皆様、あ

りがとうございました。

「マツ林の保全とマツ枯れ

に関する国際シンポジウム」

報告
真宮靖治 (玉川大学農学部)

標記の国際シンポジウムが 10月 26日 か

ら3日 間にわたり、東京で開催 された。初

日は日経ホールにおいて、オープニングセ

レモニーとパネルディスカッションが一般

公開のもと行われた。鈴木和夫東大教授

(組織委員会委員長)は その開会挨拶で、

北半球のマツ林保全の重要性をグローバル

な視点において位置づけたうえで、マツ枯

れ問題 (マツ材線虫病)へ の国際的な取 り

組みの緊急性 と必要性を強調 した。これに

より本シンポジウムの中心課題は明確にさ

れた。

引き続 くパネルデ ィスカッシ ョンは、

「世界の森林をどう救うか―マツ林の保全

をめぐって」のテーマで、日本経済新聞論

説委員三橋規宏氏をコーディネーターとし

て進行 した。京都大学二井一禎助教授、カ

ナダのサイモンフレーザー大学 WEBSTER

教 授 、 ア メ リカ の バ ー モ ン ト大 学

BERGDAHL教 授、林野庁造林保全課長石島

操氏、音楽評論家湯川れい子氏の各パネ リ

ス トに、開会式で基調講演を行った名古屋

大学名誉教授只木良也氏 (「人々の営みと

マツ林 の消長」)、 ミシガ ンエ科大学

KARNOSKY教 授 (「北半球のマツ林と森林

衰退」)の 両氏も参加 して問題提起と討論

が行われた。討論を通じて、今その蔓延で

日本だけでなく中国でも大きな被害となっ

ているマツ枯れは、マツノザイセンチュウ

を病原体とするマツの伝染病によるもので

あることが、世界的な問題 として再確認 さ

れた。問題の解決をめぐっては、とくに防

除への取り組みに当たつて直面する問題が、

地域住民の立場に立った現実論として提起

されたことを無視できない。討論のなかで、

これまで明らかにされた状況から、本病の

世界的規模での拡大 ・蔓延の危険性が指摘

され、国際的視野における本病への取り組

みの必要性が明確になったことは、国際シ



ンポジウム開催の意義を示す大きな成果で

あつた。 日本経済新聞は、早速 10月 29日

付新聞で、 「松枯れ対策に住民の協力を」

と題する社説を掲げ、マツ材線虫病問題の

正当な位置づけと、とくに地域住民の果た

す役割の重要性を論 じた。これも本国際シ

ンポジウムからの発展と評価できる。

引き続き Scientinc sessionカミ27、 28日

の両日、会場を九段会館に移 して開催 され

た。 日本、中国、韓国、台湾のアジア諸国

をはじめとして、アメリカ、カナダ、そし

てヨー ロッパ諸国 と、10ヵ 国を越 える

国々からの参力口者は約 150人にのぼり、会

場は常時満席のにぎわいであった。

Siemtinc SessiOnは日頭講演とポスター

展示発表の両輪で進められた。 日頭講演の

部では、Nemtology(8課 題)、 Pathology

(10課 題 )、 Entomology and Epidemics

(14課 題)、 Decline(4課 題)の 各セ ッ

ションに分けて計 36課 題の講演が行われ

た。なお、講演には同一の会場があてられ、

参加者はすべての講演を聴 くことができる

ようになっていた。ポスター展示には二つ

の部屋が使われ、十分なスペースが確保 さ

れていた。

Nematology Sessionでは、マツノザイセ

ンチュウの世界的分布がメインテーマとな

っていたが、ニセマツノザイセンチュウと

の種をめぐる最近の研究を反映した講演が

目立った。マツノザイセンチュウやニセマ

ツノザイセンチユウの遺伝的変異とそれら

系統の関係や分布実態を追跡することは、

被害推移を予測するうえでも重要な手がか

りとなることが示された。中国における被

害進展の現状は今後の広がりに関しても予

断を許 さないものがあり、また、ヨーロッ

パでのマツノザイセンチュウ侵入に対する

警戒と対策、さらにはシベ リアにおけるニ

セマツノザイセンテュウの分布実態などは、

マツ材線虫病を世界的レベルで考えるうえ

での問題提起となった。

Pathology Sessionでは、発病機構に関連

した最近の研究成果がまとまって報告され

た。いろいろな切 り日における取 り組みで

あるが、やがて発病機構の全体像が明らか

になっていくことを期待 したい。なかで、

マツノザイセンチュウの病原性を遺伝 しレ

ベルで解明しようとする研究の進んでいる

ことを知り、研究の深化を実感 した。また、

マツノザイセンチュウ付随のバクテ リアを

病原性 との関連で論 じた講演もあつて、波

紋を投 じた。

Entomology and Epidemics Sessionはマツ

材線虫病における媒介者、病気の拡大の疫

学的解明、さらには防除に関わる問題をそ

れぞれ内容とする講演からなっていた。マ

ツノザイセンチュウと媒介者 (すなわちカ

ミキリムシ)と の関係で、まだ十分に解明

されていない線虫の乗 り移 り、離脱の問題

を3講 演が取 りあげていた。また、両者の

関係の総論的な整理もあつたが、シンポジ

ウムの内容 として適切であつた。疫学的な

問題としては、病気の伝染 ・拡大のシュミ

レーションモデルが示された。防除に関連

した講演には、樹幹注入法の有効性を解析

した報告、ボーベ リア菌利用の生物的防除

法について、などがあり、さらには抵抗性

育種の成果の紹介もあつて、日本での本病

防除における取り組みの一端を示すのに効

果的であったといえる。

最後に設定されたDecline Sesslo■は、そ

れまでのマツ材線虫病中心の Sessionと は

異質の内容で、大気汚染、酸性雨、また菌

類などによるマツ林の表退を論 じた講演か

らなっていた。韓国のマツ林については、

マツノザイセンチュウ被害も含んだ報告で、



スライ ドで示された被害状況の激 しさは印

象的だった。釜山近辺に限定されている被

害がこれ以上広がらないことを願 うばかり

である。

35課 題を越すポスター展示にも上記そ

れぞれの Sesslonに対応する興味深い発表

が多くあって、それ らの紹介もしたいとこ

ろだが、紙数もつきたので省略させていた

だくことにする。

2日 間のシンポジウムのあと、宮城県 ・

松島へのエクスカーションが行われた。総

勢 43人 の参力日で、天気に恵まれた松島の

現地調査は、マツの重要性 と、それが失わ

れる損失の大きさを直接認識できる貴重な

機会となった。被害進行の現状に対する現

地当局の懸命の防除努力も印象的であった。

今回の国際シンポジウムは、先に中国 ・

北京で 1995年 に開催されたシンポジウム

の後を受けて、この問題の先進国としての

責務を果たす形で開催された。困難な社会

情勢を乗 り越えての開催であつたが、皆様

のご理解とご協力のおかげで、まずは成功

であったと、主催者側の一人として自己評

価をしているところである。なお、今回の

成果を足がかりに、今後 「マツ材線虫病」

に関しては、則唖0(国 際林業研究機関連

合)の なかでのワーキンググループ立ち上

げが計画されてお り、それにより国際的な

協力体制が‐段とはっきりすることになる。

定期的な国際シンポジウムの開催も可能と

なるだろう。

末尾になりましたが、この国際シンポジ

ウム開催に当たつては、物心両面において

実に多くの方々、機関、企業のご支援をい

ただきました。紙面を借 りてここに心から

のお礼を申し上げます。

ESNシ ンポジウムと

iCPPに 参加して

森林総合研究所 小 坂 肇

皆 さん ご存知の よ うに、今年 (1998

年)、 農業線虫に関する国際研究集会が数

多く開かれました。その中で、イギリスで

開催 されたヨーロッパ線虫学会 (ESN)

主催の第 24回 国際線虫学シンポジウムと

第 7回 国際植物病理学会議 (ICPP)に

参加する機会を得ましたので、簡単ですが

両研究集会の報告をさせていただきます。

ESN主 催の第 24回 国際線虫学シンポ

ジウムは、 8月 4日 から9日 まで、イギリ

ス北部 (スコットラン ド)の ダンディーで

開かれました。ヨーロッパ諸国からはもち

ろんのこと、アメリカ、カナダ、オース ト

ラリア、ニュージーラン ド、アフリカ諸国、

西アジア諸国、そ して日本などか ら、約

300人 が参加 しました。その外に、同伴者

として 50名 くらい来ていたのではないか

と思V まヽす。

研究発表数は、日頭でおよそ 200題、ポ

スターでおよそ 100題でした。日頭発表は

日中行われ、ポスターセッションは、夕食

後の 1晩 を使って行われました。ただし、

ポスターは、シンポジウム開催期間を通 じ

て展示され、随時、閲覧することができま

した。私も長年取り組んでいる Tylenchida

目 の 昆 虫 寄 生 線 虫 働″ゎり 切あ S

r″協力Cθ′αの 「病原力 と空間分布様式の

関係」と 「感染経路」について 2題 のポス

ター発表をしました。 しかし、他の昆虫寄

生線虫の発表は全て昆虫病原線虫に関する

もので、私の発表に対する反応はさっぱり

でした。内容も線虫学会向きではなかつた

かもしれません。今後、このような場で発

表する機会があれば、少しでも参加者に受



け入れ られる内容にするよう心がけようと

思いました。

ず何かイベントが組まれていました。その

中でも特に印象に残つているのは、近郊の

ゴル フ場のクラブハ

ウス (とい うよリカ
ー リングのための体

育館のような建物だ

った気がします)で

開かれた夕食会で、

思いがけず Gent大

学 の GE R A E R T教 授 の

隣に座 り、大変面白

い話を聞けたことで

す。未発表とのこと

なので、ここで内容

を述べることができ

ないのが残念です。

また、この夕食会で

は余興の最中に明か

りが消えたのですが、演出ではなく事故の

ようで消防車が来ていました。同伴者のた

めのプログラムも毎 日考えられていました。

同行 した愚妻によると午前か午後にダンデ

ィー市内の名所巡 りが組まれていて、もう

半日は近郊の観光地へ出かけたようでした。

発表やいろいろなイベン トを通 じてのシン

ポジウム全体の印象を述べれば、手作 りの

良さが感じられる適度な規模の研究集会で

あつたといえるでしょう。

国際線虫学シンポジウムの後、 ICPP

に参加するためダンディーから100血ほど

南下したエジンバラヘ移動しました。 レジ

ス トレーションは、エジンバラ国際会議場

で行われました。発表会場は同会議場の他、

市内の3つ のホテル十αで行われました。

世界各国から3,000人くらいの参力回があつ

たようです。

大きな研究集会なので、日頭発表は、設

定されたセッションで指定された数人だけ

ポスターセッションの会場となつた Dundee大 学 Wett Park Conference Center

森林総研にいますので、マツノザイセン

チュウ関係の発表にも関心がありました。

ヨーロッパ人による日頭発表3題 と、中島、

相川両氏のポスター発表2題 でした。 2題

の日頭発表では、ニセマツノザイセンチュ

ウのヨーロッパァヵマツに対する病原力を

論じ、もう1題の日頭発表では、木材から

のマツノザイセンテュウの検出方法を論じ

ていました。前者は、ヨーロッパにはニセ

マツノザイセンチュウしか存在しないため、

ヨーロッパ各地で植栽されているヨーロッ

パアカマツに対する同線虫の潜在的な病原

力を明らかにしておくことが目的と思われ

ました。後者は、輸入木材に潜んでいるか

もしれないマツノザイセンチュウを確実に

検出することを目的としていました。ただ、

発表内容は、日本ですでに行われた実験と

変りなく、目新しさは感じられませんでし

た。

ポスターセッションのほかにも、毎晩必



によつて行われました。私は、 「樹木病

害」等のセッションに参力日しました。セッ

ションごとに会場が分散 している上に会場

自体の場所がわかりにくV のヽには参 りまし

た。ポスター発表については、会場と展示

期間が事前に連絡 されず、レジス トレーシ

ョン時に確認 しなければなりませんでした。

また、ポスター会場では、発表がセクショ

ンごとにまとまっていませんでした。ポス

ター会場の一つは仮設テン トでした。今回

から参加者が大幅に増えたこともあってか、

準備不足の感が否めませんでした (数万円

もの参力日費を払つているのに !)。

私のポスター発表の会場は、国際会議場

近 くのホテルの 1室 でした。 ここでは、

「マツ材線 虫病の誘導抵抗性 (ワクテ

ン)」 に関する発表を行いました。何人か

私のポスターをりLめていたのですが、先の

シンポジウムでほとんど相手にされなかっ

たせいか、すっかりいじけてしまって、自

分の発表を積極的に売り込もうとい う気に

なかなかなれませんでした。この会場には、

構木 ・果樹病害、植物寄生線虫、共生菌、

数理モデルなどのポスターがモザイク状に

展示されていました。 目的のポスターを探

すのには苦労しましたが、多様な分野のポ

スターを閲覧することができ (閲覧せぎる

を得ないことになり)そ れなりに楽しめま

した。

自分の研究結果を売り込むとい うことに

関しては、大した成果が得 られなかったか

も知れませんが、最新の研究や研究を取 り

巻く環境、さらに我が国と全く違 う発想や

文化の一
部にも触れることができました。

お世辞にも英語が上手と言えない人でも積

極的に日頭で発表 して質疑応答することも

分かりました。時間とお金をかけることに

なりますが、海外の研究集会で得 られるこ

とは多いと改めて感 じました。

余談になりますが、先 日、植物病原菌に

対するヨーロッパ トゥヒの誘導抵抗性を研

究しているノルウェーの研究者から、マツ

材線虫病の誘導抵抗性に大変興味があると

の E‐milを もらいました。やはり、イギ

リスまで行って発表 した甲斐があったのか

も知れません。

ブラジルにおける最近の

線虫事情

西澤 務 (日植防研究所)

本ニュース No 12に 、 “ブラジルのダイ

ズシス トセンチュウ
"に

ついて拙文を投稿

し、貴重な紙面を汚 しましたが、 うかつに

もその末尾に、 「ブラジルにおけるこの他

の線虫問題や線虫学会の状況などについて

は、次号に譲 りたい」などと、外交辞令の

積もりで余計な筆を滑らしてしまいました。

編集責任者から 「公約をまだ果たしてい

ない」との、ごもつともなお叱りです。ブ

ラジルは、今後もひきつずいて斯学分野か

らも技術協力の要請に応ずる必要性の高い

国である半面、専門誌などを通 じての分野

の情報入手が甚だ困難な実情にありますた

め、手持ちの知見や情報の乏しさを顧みず、

敢てここで独断的偏見を少々披露させて頂

きます。

110年 程前に、リオデジャネイロ地方の

生育障害のコーヒー樹から、病原線虫して

新属新種の形夕わldogtt αttαを記載した

スイスからのお雇い学者、GoELDI(1887)

の業績は、この国での線虫研究の事実上の

草分けとなった訳ですが、その後、約 60

年間空自の時代が続きました。

わが国の場合と同様に、戦後この国でも

線虫研究の必要性を主張する識者の尽力に



より、1951年 に、当時の斯学の国際的第
一

人 者 、 ア メ リ カ 農 務 省 の Dr.G.STEttR

が招請され、第一回ブラジル線虫研修コー

スが開催されるに至りました。その折りの

優 等 生 、 D r . L . G . E . L o R D E L L Oは 、 そ の

後も USDA留 学 (一戸元会長と机を並べ

られて?の )に よって研鎖を重ね、帰国後

サンパウロ大学で後進の育成に励み、1974

年にはブラジル線虫学会を結成 させ、今や
“
プラジル線虫学の父

"と
して称えられて

います。博士は今なおご健在ではあります

が、学会活動からはすでに完全に退かれて

います。

博士の後任 として 10余 年間教授を務め

られてきた Dr.A.R.MoNTEIRO(1979年

に研修のため西ヶ原農研に3ヵ 月間寄留)

も、ついに本年定年退官となり、その後任

には日系の若い秀才、Dr.M.M.酎 oMoTo

(井元政由紀)が 選任されました。教授は

容貌こそ我々と変わりないものの、もはや

完全なブラジル人、日本語での意思疎通は

無理な状態です。なお、教授のご母堂は今

も横浜のある病院に出稼ぎに来ておられま

す。この国の経済的事情を物語る一
例とい

えましょう。

ところで、そのサンパウロ大学 (東京大

学に相当するとか)は 長い問この国の線虫

研究のメッカとされてきた模様ですが、最

近は大きく様変わりが進行 しているようで、

いくつかの地方大学が欧米留学帰 りの若い

教職陣を擁 して、サ大学を凌ぐ勢いで活動

を展開しつつあります。その代表例として、

ビソーザ (vicOsa)大 学、ウベランディア

(merandia)大 学(ラ ブラス (Lavras)大

学等があげられます。

そ うした動きの始まる以前から、もう一

つの旗頭 として、プラジリア大学 (キャン

パスの広さは、筑波大学の数倍はある)で 、

分類や生態学的研究で国際的にも知名度の

高い、中国系の Proi Di S.P.HuANCrが

頑張つておられましたが、教授 もすでに昨

年定年で引退され、以降学会等でお会いす

ることも出来なくなってしまいました。

ブラジル線虫学会 (Sociedade Brasileira

de Nematologia)も、年
一回の大会開催 と

会誌 (Nemtologia Brasileira)の発行を続

けられています。昨年度 (1997)の 第 20

回大会は、4月 7-11日 に、この国の最

南端、南リオグランデ州グラマ ド市の大き

なホテルで開催されました。そこは南緯約

30度 、標高約 1,000m、イタリア系移民が

開いたとい う、稀洒で、いわば軽井沢に似

た趣のする山間の避暑地。冬 (6-8月 )

には一
帯が雪景色に変わる、といはれるだ

けに、ホテルの部屋にはすでにステーム暖

房が入つていました。参加者数はピーク時

で約 80名 、大半は学生風の若者達でした。

この国でも専業 ・真正のネマ トロジス トは、

20-30名 程度とのことでした。

会議はシンポジウムと招待講演中心で構

成 され、
一般発表は総てポスターに限定さ

れていました。掲げられた課題は :

Symposio l.プ ラジルにおける線虫問題

の現状 (2題 )

Symposio 2.Mercosul(南 米南部経済共

同体)に おける線虫問題 *(2題 )

Symposio 3.ダ イズシス トセンチュウ

(2題)

Symposlo 4.線虫の生物的防除 (2題 )

Symposio 5.核果類の線虫問題 *

(3題)

Symposio 6.線虫によるキバチの生物的

防除 (3題 )

S押呼OS10 7.南リオグランデ州の作物の

重要線虫 (3題 )

招待講演 1.動 物命名規約に基づ く線
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虫 命 名 法 (演 者 は Dr.MoNTEIRO)

招待講演 2.柑 橘類におけるミカンネ

センチュウの総合防除 *

招待講演 3.Mercosul諸 国におけるジ

ャガイモの線虫*

招待講演 4.植 物と線虫の相互作用 一

特にネコブセンチュウに対する植物の

抵抗性の分子遺伝学的解析 *

(以上のうち、*の 課題には、欧米から

5名 、アルゼンテンから2名 、計 7名 の招

待参加者が、講演または話題提供に参加)

ポスターは合計 75題 、 う ち 20題 (27

%)カ ミダイズシス ト関係、16題 (21%)が

分類 ・発生記録、同じく 16題 (21%)が

病原性および抵抗性関係、 8題 (11%)カ ミ

生物的防除、薬斉1防除が 7題 (9%)、 そ

の他が 8題 (11%)と い う構成でした。

かくして、この国の線虫学会は、まず自

国内および周辺諸国の線虫問題の所在を明

らかにしつつ、対応を要する重要課題等に

関して、先進諸国からの最新情報の導入に

汲々としている、と言 うのが現状 と見受け

られます。わが国や欧米諸国等における最

近の学会で急増しつつある DNAや 遺伝子

レベルの研究は、この国では未だ皆無で、

日本からのその道の専門家派遣を個人的に

要望されたりしています。

今年度 (1998)の 大会は、10月 5-8

日に、パラナ州マ リンガ (Marttga)で開か

れましたが、小生はすでに帰国していて参

加できませんでした。

申すまでもなく、世界の主要植物寄生性

線虫種の大半がコスモポリタン種であるた

めに、地球上で表裏の位置関係にあるわが

国とブラジルの主要線虫種も殆どが共通種

です。

ともあれ、プラジルでは最近 MARISO夕r

α′.(1994)により、1992年 までの過去の線

虫関連国内文献 ,資料 478編 (ちなみに、

わが国における 1992年 現在の線虫関連国

内文献 ・記事の蓄積総数は 8,000編を超え

る)が リス トアップされ、同国内に発生す

る248種 につき、それぞれの寄主植物 (合

計 584種)や 発生 分ヽ布の状況が整理され、

出版されています cMBRAPA‐ SPI,488

pp.)。

それ らの資料を頼 りに、作物別の主要

線虫等についてまとめた小文を、 “中南米

の農地劣化地域における持続的作物生産技

術
"(全

国農業改良普及協会、1997年 2

月、334頁 )の 中に掲載させて頂いてお り

ますので、必要に応 じてご参照願えれば幸

です。

いくつかの トピックスを拾ってみます と、

ダイズではダイズシス トの他にしばしばネ

コプの被害も大きな問題を生じています。

私の短い CPAC寄 留期間中にも、根頭癌

腫のような巨大なゴールを形成 したアレナ

リアネコブの被害株を抱えて、はるばる相

談に訪れる農家の方々を何度かお迎えした

ことがあります。

特産のコーヒー栽培では、劇甚なサツマ

イモネコブの被害により、廃園化する事例

が少なくないようです。本線虫には数年前

から病原性の異なるバイオタイプ
“
IAPA

ぱ の存在が知られてきましたが、それは

最近別種と認められ、財 ノ伊初解″Jsと 命

名されました (CARRIEIRO gr α′.,1996)。

ワタでは、サツマイモネコプとニセフ

クロの被害が大きく、しかも
“
Fusnem"

と呼ばれるフザリウム菌との複合病に悩ま

されています。

マットグロッソ州の栽培ゴム園で、最

近И 鶴,評αの甚害が話題となっています。

これには日和見菌の二が例ゥ′θ力α筋夕θか

ん初α夕が混合感染して被害を相乗的に倍加



させ、枯死に至らしめているとのことです。
バナナではバナナネモグリが、ミカン類

ではミカンネセンチュウが重要ですし、ヤ

シでは ``Red ring disease" カミ広がりつつ

あるようです。

サンパウロ州で最近盛んになってきたキ

ク栽培でキタネグサレの被害が問題化して

います。野菜類などでのネコブは、サツマ

イモネコブとジャヮネコブの検出頻度が高

く、ネグサレではパイナップルネグサレが

筆頭重要種のようです。それらの対策にア

ルディカーブ 10%粒 剤やカルボフラン

5%粒 剤などが使われる場合もありますが、

ネコプセンチュウの対抗植物としてカメル
ーングラス lP御″,s2r24初ノ″?″々″初)の 効

果が話題を呼んでいます。

以下に、線虫とは無関係なおしゃべりを

少々お許しください。

小生、プラジリア滞在中の週末は、僕に

とって唯一の社交場、ブラジリア ・ゴルフ

クラブ (Clube de Golfe)に精勤すること

で、心身両面の健康維持につとめました。

お陰で、塚田全権大使ご夫妻や水谷公使ご

夫妻を始め、商社や銀行勤務の方々など、

多くの日系人と親交を深めることができま

した。

昨年6月 には日本大使館内で、折しも親

善訪伯中の天皇 ・皇后両陛下におめにかか

り、無上の光栄と感動を覚えることができ

ましたし、縁あって、今年の4月 以降
“
ブ

ラジルの牧野宙太郎
"な

る異名をもつ植物

分類学の大家、橋本梧郎先生 (ブラジルの

植物に魅せ られて、戦前に単身渡伯され、

80才 を超える現在まで植物分類一途にご

活躍中。先生の半生は本年 1月 NHKス ペ

シャルで報道済)と も交流を深めつつあり

ます。

今年は、2月第4週 のカーニバル休暇を

利用して 1週 間、赤道直下のマナウスの ト

ロピカルホテルを根城に、足早にアマゾン

探訪を試みました。あまりにも巨大であま

りにも豊かな大自然、アマゾン河 (ネグロ

川 ・ソリモンエス川)と 原始の熱帯雨林の

実態を、素敵なインス トラクターの助けを

借 りながら、この目この足で体験すること

が出来、グランドキャニオンやイグアスの

滝を訪れた時以上の感動を覚えました。

ブラジ リアに帰って間もなく、電送 さ

れてくる朝 日新聞で、第 8回 南方熊楠賞を

受賞された森林生態学者、四手井綱英先生

が、 「賞金で、まだ行つたことのない南半

球へ出掛け、植物や森を見たい」と受賞の

コメン トを述べられていることを知 り、思

わず 「絶対にそれを、特にアマゾンでそれ

を実現されるべき !」 と、心の中でエール

を叫んだものでした。

奈良部 孝氏、日本格物病理学

会学術奨励賞を受賞

荒城雅昭 (農環研)

多少旧聞に属するが、奈良部孝氏 (日本

線虫学会庶務幹事)が 日本植物病理学会の

平成 10年 度学術奨励賞を受賞されたこと

を報告したい。授賞式および授賞講演は、

本年5月 20日 札幌市 (北海道大学)で 開

催された平成 10年 度日本植物病理学会大

会で開会式に引き続いて行われた。受賞の

対象となった研究は、 「ネコプセンチュウ

の生理生態およびその生物的防除に関する

研究」である。

この賞は、植物病理学の分野で若くして

(年齢 35才 以下)顕 著な業績を上げ、将

来的にさらなる研究の発展が期待される研

究者に与えられる賞である。線虫学に関す

る業績により歴史と伝統を誇る日本植物病

12



理学会 (日植病)の 栄えある賞が与えられ

るのは極めて異例のことであり、奈良部氏

の受賞を心から喜びたいと思う。

教科書的には、線虫はウイルス、糸状菌、

細菌と並ぶ植物の病原とされる。植物寄生

性線虫関係の研究者のおよそ半数は、大学

で植物病理学を専攻してきており、日植病

会員もかなりの数に上る。しかし、我が国

では線虫が応用動物学の研究対象とされて

きた歴史的経緯から、日本応用動物昆虫学

会 (応動昆)を 主な活動の場とする者がほ

とんどであった。奈良部氏は、応動昆での

発表も欠かさない中、ほぼ毎年日植病大会

でも日頭発表を行つてきた。倍量に近い業

績を出し、学会発表を繰り返してきたわけ

で、その努力はまさしくこの賞に値すると

評価したい。また日植病では特にマイナー

な分野である線虫に関する業績に、奨励賞

という光を当てられた賞選考委員の方々に

敬音を表したい。

受賞対象となった奈良部氏の業績の内容

は、日本線虫学会会員の皆さんはよくご存

知のはずと思ったが、多くが講演要旨にと

どまって、学会大会にあまり出席されない

会員の方には、その全体像がはっきりしな

いであろうことに思い至った。酵素のアイ

ソザイムパターンによるネコブセンチュウ

の分化型の検出・同定、抵抗性打破ネコブ

センチュウの生理生態的特徴の解明、出芽

細菌を用いたネコプセンチュウの生物防除

等が上げられるが、紙面の都合上これ以上

の紹介は省かざるをえない。今後これらの

業績を早急に論文に取りまとめられ、学位

を取得されるよう期待する。

E新刊紹介]

Aths on Ultrastructure of lnfective

Juven■es ofthe Soybean Cyst Nematode,

挽 腕 Jer2錬 血釘

口SDA Agricultural Handbook No.711)

Burton Y.EAIDO著

発行 元 :USD A  A g r i c u t t u r a l  R e s e a r c h

Serviceo A 4、 220頁 。1998年 12月 発

行。

定年後も相変わらず古巣 (Nematology

Lab.,USDA‐ARS,Beksville,Mめ に通い続

けておられると聞くDr.B.Y.Endoか ら、

昨日 (11月 24日 )久 し振 りに分厚い郵便

物が届けられました。それは、標記の新刊

書で、博士が現役中にそちこちに発表され

てきた成果に若干の最近の成果を加えて整

然とまとめられた、ダイズシス トセンチュ

ウ幼虫に関する微細構造研究の集大成でし

た。

申すまでもなく、博士は透過型電子顕

微鏡による線虫体および寄主植物組織の微

細構造研究における文字通 りの世界の第一

人者であられるだけに、本書には総計 236

枚の見事な電顕写真が登載され、その各々

に衝潔で要を得た解説がつけられています。

具体的な内容は、①寄主―寄生者間相互

作用、②口腔部の微細構造、③頭部感覚器

官の微細構造、以下④食道部、
.⑤

食道腺、

⑥亜腹部分泌腺、⑦脱皮に伴う頭部の形状

特に日針形成過程、③角皮の形態と分泌作

用、③2～ 3期幼虫の腸、①幼虫の侵入に

ともなう感受性 ・抵抗性寄主組織の反応、

の順に 10章 に分けられ、夫々の微細構造

が詳しくかつ分かりやすく解説されていま

す。

かくして本書は、たまたま最近のアメリ

カ農業の現場で再重要有害線虫種とさえ言



われているダイズシス トセンチュウの幼虫

を対象とした、微細構造中心の専門書であ

り、線虫の分類 ・形態研究に従事 され る

方々には特に必携の書物であることは当然

ですが、線虫の生理 ・生態研究者にとつて

も、線虫体の構造と機能を統一的に解析 し

理解 して行くうえで、不可欠な資料である

と言えましょう。

本書はアメリカ政府 (農務省)の 出版物

であるため、一定部数 (部数不明)は 希望

者に無償配布されています。下記に申し込

めば、無償分の在庫がある限り、
一人一冊

線虫関係ホームページ紹介
宇部短期大学吉村克生氏 :

水生自由生活性線虫類ホームページ

adress=h仰=!!帥2.ubc‐c.acjp/ncIIla  /

日本線 虫学会 ホー

ムペー ジはまだ立 ち

上がっていませんが、

この企画は走 り始 め

ることにします。ノ

Ｈ̈
”ヽ
中一一一，一一一

一！一一！一一一一一一一一ヽヽ
一！

一一一一一一一一一“一一

一一一一一一一一一一一一十一十̈キ

限定で、入手可能 とのことです。

無償入手申し込み先 :

Nematolol野Laborato呼,USDA‐ ARS,

10300 Baltimore Avenue, Bullding

01lA,Room 165B,Belt即 11le,MD

20705‐2350, USA

なお、有償 (価格不明)で の購入 申し

込み先は :

National Technical lnfollllation Service)

5285 Port Royal Road, Springfleld,

VA 22161,USAと のこと。

西澤 務 (日植防研究所)

第 1回 は宇部短期大学吉村克生氏 の水

生/自 由生活性線虫類ホームページを紹介

します。

このホームページは、本年 4月 小 日原

市で開催 された日本動物分類

学 会 第 34回 大 会 で 、

「Intcmct上か ら利用可能な

分類データベース」と題 して

報告されたもので、淡水産の

線虫の名前が綱一亜綱一目一

科一亜科一属の順にリス トさ

れ、種レベルでは文献情報が



示されるようになっています。淡水産 ・汽

水産自由生活性線虫類の目への検索表も付

属しており、所属する科が解説されます。

写真が出る線虫もあるのかと期待させます

が、種レベルでの画像情報は含まれていま

せん。制作者は、 「なかなかデータの追加

が思うようにならず、自由生活性のものの

分類データも半分程度しか入れおわつてい

E編集後記]

◆年内発行の公約が果たせず済みません

でした。会員の皆さん、原稿を頂いた

方々におわび します。記述の多 くは

1998年 中に発行されるものとしてなさ

れていますので、ご理解のほどよろし

くお願いします (以下も同様)。

◆年末になって線虫関係のビッグニュー

スが 2つ も飛び込んできました。 1つ

は線虫天敵出芽細菌 PasFe″ガα″″力切ざ

の製剤が生物農薬 として正式に登録さ

れたこと、もう1つ は、線虫 C確″θ―

力α肋 舶 gttgαれsの 全遺伝子配列の決定

のニュースです。すでに原稿の手配を

終え、次の No.16(1999年 2月 中旬発

行予定)で お伝えできると思います。

◆ガイアリス ト21プ ロジェクトの実現は

1998年12月28日

日本線虫学会発行

編集責任者 荒 城雅昭

農業環境技術研究所

環境生物部微生物管理科

線虫 ・小動物研究室

T305 8604

茨城県つくば市観音台3-+1

TEL:0298-38‐8316

FAX:0298‐ 38-8199

E‐m創1:arachに@niaeS.attrc.goJp

ないので、ご紹介いただくのは、はななだ

お恥ずかしい限りです。」と謙遜されてい

ます。確かに文献データまでは入力されて

いない種も相当多数に上ります。しかし、

線虫の分類情報を提供するためのプラット

フォームとして、大変参考になると思い紹

介します。 (荒城雅昭)

線虫学の発展につながるでしょう。今

後の進展に注目したいと思います。

◆吉村先生のホームページのビットマッ

プイメージや写真を何枚か振りつけて

みましたが、いかがでしょうか? カ

ラー写真の白黒化には厳 しいものがあ

つて、もう少 し性能の良いプリンター

が欲しくなるところです。

◆本ニュースの原稿を随時募集していま

す。身近な線虫の話題、諸会議の報告、

学会または会員への提案等どのような

内容でも結構ですので、下記または最

寄のニュース編集担当者までご連絡く

ださい。ホームページ紹介のコーナー

で紹介するホームペ■ジ (自薦 。他

薦)も お願いします。 (荒 城雅昭)

日本線虫学会ニュース第15号

編集担当 :荒城雅昭 ・小坂 肇

串田篤彦 ・立石 靖

入会中し込み等学会に関するお問い合わせ

は学会事務局 :

〒305‐8666茨 城県つくば市観音台 3‐1-1

農業研究センター 線虫害研究室まで

TEL:0298‐ 38-8839

FAX:0298‐ 38‐8837

Eomail i narabu@narC,affrc.goJp
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